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TogetherTogether

ともに歩もう 神の民のつどいともに歩もう 神の民のつどい

Together

ともに歩もう 神の民のつどい

フランシスコ教皇は、10月４日より始まるシノドス第16回通常総会の働きを神

に委ねるため、同日サンピエトロ広場でエキュメニカルな教派を超えた祈りの集

いを呼びかけ、そのプログラムをテゼ共同体に依頼された。この日、日本国内で

も、東京、福島をはじめ、各地でローマと連帯した祈りの集いが行われた。

Together
ともに歩もう 神の民のつどい

〜テゼの祈り〜

サクラ ファミリアは、プロテスタントの関西学

院大学とともに準備を開始。今回の集いは、テゼ共

同体と長年繋がっておられる、関西学院宗教総主事

の打
うて

樋
び

啓
けい

史
じ

先生のリードにより進められた。

祈りの初めに、福岡教区のアべイヤ司教より�こ

の祈りの場に私たちを導いたのは、現代において福

音の光を灯していきたいという、一人ひとりの深い

望みなのです。そして世界がそれを必要としている

と、私たちは確信して祈ります。だから、心から祈

るのです�とメッセージをいただいた。教派を超え

た100人近くの参加者は、テゼの歌と沈黙の中で、

それぞれが

キリストの

弟子として�ともに歩む�ことの知恵と

勇気を求め、祈りをささげた。

サクラ ファミリアでは、毎月17日

�祈りのよる�と題し、テゼの歌で祈る

小さな集いを続けている。福音の光を灯

すため、これからも、単純素朴、ただ祈

り、沈黙のなかで神さまと出会う、この

時間を大切にしていきたい。

�友情のイコン�を中心に、

ロウソクの灯がゆれる

９月30日サクラ ファミリアにて、フランシスコ教皇の呼びかけに応える、

全世界と連帯した、エキュメニカルな祈りのつどいが開催された。

参加者の歌声に、関西学院大学

聖歌隊の美しいソロが重なった
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Together
ともに歩もう 神の民のつどい

〜テゼの祈り〜
エウカリスチアの秘跡をどのように理解するべきかを、カテキズ

ムはこう述べています。

わたしたちは、エウカリスチアを以下のように理解しなけれ

ばなりません。 ――御父への感謝と賛美 ――キリストお

よびそのからだである教会の、いけにえによる記念 ――キ

リストのことばとその霊の力とによるキリストの現存(1358

番)

この説明の中で�感謝と賛美�や�キリストの現存�は理解しや

すいですが、�いけにえによる記念�は少し分かりにくい言葉です。

�いけにえ�は辞書によると�神や霊への供え物として、生きてい

る人や獣を捧げること�(大辞林)です。なんとも生々しい言葉です

が、ミサの中でこの言葉は感謝の典礼の冒頭で繰り返して使われて

います。

(パンとぶどう酒を供える際の司祭の祈り)きょう、み前に供

えるいけにえも、み心にかなうものとなりますように。

(司祭)皆さん、ともにささげるこのいけにえを、全能の父で

ある神が受け入れてくださるよう祈りましょう。

(会衆)神の栄光と賛美のため、またわたしたちと全教会のた

めに、あなたの手を通しておささげするいけにえを、神が受

け入れてくださいますように。

祭壇上でキリスト自身を御父に捧げるのですから、

ささげものは同一です。かつてご自分を十字架の上でささげ

たキリストが、今司祭の役務を通してささげられているから

です。ただ一つ違うのは、ささげ方だけです。(1367番)

ということです。さらに、捧げるのはキリスト自身だけではなく、

私たちも含まれます。

キリストとともに、教会全体がささげられます。…信者たち

の生活、賛美、苦しみ、祈り、労働などはキリストのそれと

キリストのまったき奉献とに合わせられ、新たな価値を得る

のです。(1368番)

キリストのいけにえと共に捧げるに値する日常を送り、日曜日に

教会に行き、それを捧げるという思いをもってミサにあずかりたい

ものです。（文 酒井俊弘補佐司教)

エウカリスチアの秘跡(3の2)エウカリスチアの秘跡(3の2)エウカリスチアの秘跡(3の2)第46回

�カテキズムの学び�
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信仰養成連続講座◆カテキ

ズムの第２編�キリスト教

の神秘を祝う�

日時 12月はお休み

講師 酒井俊弘補佐司教

場所 サクラ ファミリア

/YouTube配信あり

主催 使徒職養成委員会

問 ☎06-6941-9700

2023年度 第５回諸宗教活動

◆第４回 諸宗教シンポジウム

テーマ �幸せへの道を示す

宗教�キリスト教、神道、

仏教の三つの宗教の視点か

ら考察し、対話します。

講師

大西崇
たか

生
お

神父(イエズス会)

安部初男禰宜(生田神社)

太
たい

瑞
ずい

知
ち

見
けん

住職(曹洞禅玉峰寺)

日時 12/９(土)17:15〜20:00

場所 カトリック大阪高松

大司教区 本部事務局

主催 諸宗教対話委員会

問 ☎06‒6941-9700

ird-ecm@osaka.catholic.jp

講座 本田哲郎神父◆小さ

くされた人々のための福音

日時 第３(金)10:00

場所 神戸学生青年センター

参加費 ￥1,000

主催 神戸国際支縁機構

問 岩村

☎070-5045-7127

講 座・研 修 会

教 区 委 員 会 主 催

夙川教会

日時 2024年２/３(土)〜

２/24(土) ４回

16:30〜18:00

参加費 ￥5,000(２名)

問 ☎0798-22-1649

六甲教会

日時 2024年２/４(日)〜

２/25(日) ４回

14:00〜16:00

参加費 ￥5,000(２名)

問 ☎078-851-2846

renraku@rokko-catholic.jp

※事前要問合せ(年２回)

結 婚 準 備 講 座

12 月司教予定

・12/15 江戸の大殉教400年記念(✝M・✝S)

・12/16 東京教区補佐司教叙階式(✝M・✝S)

・12/18〜22 マニラ巡礼(✝M)

・12/24 聖夜ミサ：玉造教会(✝S)

・12/25 日中ミサ：高松番町教会(✝M)/夙川教会(✝S)

✝Ｍ＝前田万葉大司教 ✝Ｓ＝酒井俊弘補佐司教

精神･発達症(障害)者自助

グループ◆オリーブの集い

守秘義務と分かち合い

いつ来てもウェルカム

当日キャンセルOK

日時 毎月第３(日)

14:00〜16:00

場所 姫里集会所

参加費 無料(12月のクリス

マス会だけ実費)

申込 吉
よし

川
かわ

まで

問 ☎Ⓕ078-583-2525

yassan.yoshikawa@nifty.com

カ障連大阪フレンドリー

◆点字部の勉強会

対象 パソコン点訳に関心

のあるかた、視覚障がい者

の情報共有に関心のある方

日時 毎月第２(火)

13:30〜15:00

場所 姫里集会所(奇数月)

北須磨教会(偶数月)

申込 笠松まで

問 ☎090-5661-4324

Ⓕ072-722-0271

kasamatsu-yukisan

@iris.eonet.ne.jp

手話に興味をお持ちの方へ

◆聞こえない人も聞こえる

人もボランティア会の見学

にいらしてください

内容 聖書の学び･教区活動

の手話通訳者派遣

※手話講習会ではあ

りません

日時 第１･３･５(水)

10:00〜14:00

場所 姫里集会所

主催 大阪教区聴覚障がい

者ボランティア会

問 障がい者委員会

dis@osaka.catholic.jp

マザー･テレサ共労者の集い

◆大阪梅田教会

日時 第１(土)14:00

問 高塚 ☎06-6921-0693

◆加古川教会

日時 第３(火)13:00〜14:30

問 佐藤 ☎079-435-1157

時
報
掲
載
記
事
の

時
報
掲
載
記
事
の

ア
イ
デ
ア
募
集

ア
イ
デ
ア
募
集

※詳細は各主催者へ直接お問い合わせください。

ヨハネ１・46

(下記�行事等日程�以外)

聞かせてください 神さまと出

会った時のこと〜エマオへの

道で〜◆大阪教区で働く司

祭･修道者ご自身の体験をきく

日時 12/５(火)18:00〜19:30

(夜の部) ･ 12/６ (水)

10:30〜12:00(昼の部)

サクラ ファミリア主催

お話 高橋 聡神父(明石教会)

コレーン神父と学ぶ聖書◆

�使徒パウロのフィリピの

教会への手紙�

日時 第２(月)13:30〜15:00

(９〜12月開講)

参加費 ￥500

和田幹男神父◆聖書研究講

座�主のしもべイエス�

日時 12/13(水)

10:30〜12:00



和田幹男神父◆新約聖書ギ

リシア語(初級)

日時 12/11･12/18(月)

17:00〜18:30

松浦信行神父◆�新生の明

日を求めて�読書会

日時 毎週(月)(第２は休み)

14:00〜15:30



松浦信行神父◆聖書通読会

日時 毎週(木)10:00〜11:30



松浦信行神父◆�YOUCAT(青

年向けカテキズム)�勉強会

日時 毎週(金)19:00〜20:00

祈りのよる◆灯りをかこみ、

ともに祈る静かな時間を

日時 毎月17日 19:00〜19:30

問 サクラ ファミリア

☎06-6225-8871

f.sacra@osaka.catholic.jp



問 宝塚黙想の家

☎0797-84-3111

宝塚黙想の家

◆日帰り黙想会

日時 12/21(木)･12/22(金)

指導 染
そめ

野
の

治雄神父(12/21)

山
やま

内
うち

十
と

束
つか

神父(12/22)

参加費 ￥3,500



◆一泊黙想会

日時 12/15(金)17:00〜

12/16(土)15:30

指導 染野治雄神父

参加費 ￥9,000



◆聖地エルサレムを学ぶ

日時 第２(木)

10:00〜12:00

指導 笹田六
りく

合
か

豊
ず

修道士

参加費 ￥1,000



◆カトリック教会のカテキ

ズム

日時 第１･３(水)

10:00〜12:00

指導 染野治雄神父

参加費 ￥1,000



◆祈りを深めるための聖書

の基本

日時 第１･３(水)

10:00〜12:00

指導 山内十束神父

参加費 ￥1,000

黙 想 会

セレスチナ合唱団

◆Adeste Fidelesミサ聖

祭でミサ曲を歌う

日時 12/10(日)14:00

場所 大阪明星学園 聖堂

参加費 無料

主催 セレスチナ合唱団

(協力 大阪明星学園）

問 内野 ☎090-1155-7535

大阪JOC◆働き方や生き方

について現状から共に考える

15〜35歳までの若者の集い

日時 第４(土)14:00〜16:00

場所 大阪YCWセンター

(またはZoom)

問 レネ神父・水元

☎072-232-8063

osakaycw@gmail.com

HPhttp://www.ycw.jp/

要約筆記グループ“エッフ

ァタ！”練習会◆教区ミサ

に要約筆記(文字表示)をつ

けるボランティア

対象 要約筆記に関心のある方｡

フリーソフトcaptiOnline

を使いパソコンまたはス

マホで練習します｡

日時 毎月第２(水)10:00〜12:00

場所 教区本部事務局

１階会議室

主催 要約筆記グループ

“エッファタ！”

集 い

言
葉
に
魂
が
宿
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
︒
そ
れ
が
言
霊
︵
こ

と
だ
ま
︶
で
す
︒
言
葉
を
口
に

す
る
と
︑
し
ば
し
ば
そ
れ
が
現

実
に
な
り
ま
す
︒
言
葉
に
内
在

す
る
力
を
言
霊
と
呼
び
ま
す
︒

▼
言
葉
が
悪
い
意
味
で
現
実
に

働
き
か
け
︑
現
実
を
悪
い
方
向

に
変
え
て
し
ま
う
︑
そ
の
背
景

の
一
つ
が
︑
�
傲
慢
�
と
�
高

慢
�
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
︒

�
傲
慢
�
や
�
高
慢
�
の
特
徴

は
︑
人
を
傷
つ
け
る
言
葉
に
あ

り
ま
す
︒
▼
自
分
が
絶
対
に
正

し
い
と
思
い
込
ん
で
い
る
人
は
︑

他
の
人
の
意
見
を
受
け
入
れ
る

余
裕
が
な
く
︑
気
分
や
感
情
に

配
慮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
︒

そ
の
た
め
に
心
を
閉
ざ
し
て
拒

否
や
拒
絶
の
言
葉
を
投
げ
か
け

て
し
ま
う
の
で
す
︒
▼
�
傲

慢
�
�
高
慢
�
が
︑
神
の
言
葉

で
あ
る
幼
子
イ
エ
ス
を
拒
絶
し

な
い
よ
う
に
︑
自
分
の
生
き
方

を
見
つ
め
直
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

(
広
報
委
員
会

川か
わ

邨む
ら

裕
明
)

情報の掲載には申し込みが必要です

�掲載無料

�申し込みは、掲載希望月２カ月前の末日まで(厳守)

�下記連絡先までご連絡ください。記入用紙をお送りします

�掲載の継続をご希望の場合はお知らせください

�締切日を過ぎての申し込みや教区報にふさわしくないと判

断されたものは掲載できません

�スペースの関係上、掲載できない場合はご連絡します

�編集(加筆・修正)させていただくこともございます

【連 絡 先】 〒540-0004 大阪市中央区玉造２-24-22

カトリック大阪高松大司教区広報委員会

☎06-6946-3223(直) Ⓕ06-6946-3224(直)

jiho@osaka.catholic.jp


